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共助社会（有縁社会）への出発

少子高齢化の急速な進展と生活様式が変化し、一人ひとりの考え方や生き方が多様化し

てきたことなどを背景に、家族や地域の絆が薄れ、お互いの「分かちあい」や「支えあう

力」が弱まってきていると言われています。このことは、平成21年度に明治学院大学

河合教授の協力により実施してとりまとめた「君津市における高齢者二人世帯の生活と

意識に関する調査報告書」でも指摘されているとおりです。

この結果、自分一人では解決できない毎日の生活の中での困りごとが増え、家庭や地域

の中でも解決できないという心配事が多く憂慮されています。住み慣れた地域で安心して

暮らすため、現在の家庭や地域のあり方に合った新しい形の地域での「支えあい」「助け

あい」について考えなければならない時代でもあります。

君津市社会福祉協議会では、誰もが地域で自分らしく安心して暮らせるやさしさと温も

りのある福祉のまちづくりを目指した、第一次地域福祉活動計画を策定しました。

本計画では、自分や家族ができないことは地域が行い、地域ができないことは地方自治

体、地方自治体ができないことは国が行うという、福祉を支える「自助」「共助」

「公助」の考え方の中の地域での居住する人々同士の縁・絆を創り出し（場合によれば

取り戻し）、「地域に共助社会」をつくるにはどうしたらよいのかを提案しております。

地域住民、当事者、ボランティア団体、社会福祉施設、企業、行政機関、社会福祉協議

会などすべての人々が手を携え、協働して地域を基盤とした社会福祉を推進していくこと

により、地域社会が活性化され活力あふれる「君津」の創造につながるものと考えており

ます。

また、本計画は平成20年３月に策定された市の行政計画である「地域福祉計画」と

両輪をなすものであり、地域福祉活動の推進という共通の目的に向かって連携・協働して

いかなければなりません。

今後は、この「地域福祉活動計画」を地域福祉推進の基本として取り組み、その進行

管理に努めるとともに、実施期間中に生じる新たな課題や社会の変化にも対応しながら

「もっと知りあい、ほっとふれあい、ずっと暮らしあえるまち きみつ」をめざし努めて

まいります。

さらに、多くの方々に活用されて、分かちあい・共助の精神が育まれ、これからの地域

福祉を切り開くための行動指針となることを期待しております。

結びに、この計画を策定するにあたり、地区懇談会にご参加いただきました地域住民の

皆さん、運営にご尽力いただきました地区懇談会運営部会委員・実行委員の皆さん、地区

社会福祉協議会、自治会役員、民生委員児童委員、福祉関係団体各位、そしてご協力いた

だきました地域福祉活動計画策定委員会委員、ならびにあたたかいご指導をくださった

河合教授、板倉講師、野上氏３名のアドバイザーの皆様方など、かかわられましたすべて

の方々に感謝申し上げごあいさつといたします。

平成23年３月

社会福祉法人 君津市社会福祉協議会

会 長 室 清 三
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１．計画の目的

わが国は戦後、経済や文化、科学、医療、産業等あらゆる分野でめざましい発展を遂げ、

私たちの暮らしも便利で豊かになりました。

しかし、急速な社会の発展は同時に、少子高齢化、核家族化、都市化、過疎化という

社会現象を生み、高齢者の社会的孤立や介護が深刻な社会問題となっています。さらに、

家庭では夫婦共働きが一般的となり、また離婚等により母子・父子家庭や単身高齢者等が

増加し、親の介護や育児は、子どもの務め、妻や母親の役割であり家庭の問題であると

いう従来の考え方では、問題の解決が困難になっています。

このような状況を踏まえ、国は高齢者介護を社会全体で支える仕組みとして、平成

12年に「介護保険制度」をスタートし、また社会福祉事業法を「社会福祉法」に改め、

「地域福祉の推進」を明文化し、市町村社会福祉協議会がその中核を担う団体として位置

づけられました。

もとより君津市社会福祉協議会では、住民の助け合いや支え合いを基盤とした事業を

展開しており、農村部では過疎化、都市部では企業進出により転入してきた世帯が一気に

高齢期を迎える状況等を踏まえ、事業の発展強化に努めてきました。しかし、本市でも

向こう三軒両隣の近所づきあいが難しくなり、地域の繋がりが薄れる傾向にあります。

住民の誰もが人と人との繋がりの大切さを感じていますが、生活スタイルや価値観の相違、

仕事が忙しく時間的、精神的余裕がないといった「心の壁」「時間の壁」に直面し、ボラ

ンティアをはじめとした地域活動のきっかけがつかみづらいという状況にあります。

そこで、その厚い壁を打破するため、地域住民懇談会、ボランティア懇談会等を開催し、

現状や課題について住民と共に考え、解決に向けての目標を共有化し、それぞれの役割を

確認し合いました。また、高齢者世帯を対象とした大規模な調査、障害者や福祉事業関係

者を対象とした調査を行い、住民の生活実態や課題の把握に努めてきました。

これらの取り組みをもとに、地域福祉活動の主役である住民とその取りまとめ役である

社会福祉協議会が、課題解決に向けて協働で取り組むための具体的な行動計画として

「君津市地域福祉活動計画」を策定しました。

第１章 計画の趣旨 １．計画の目的
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２．計画の位置づけと性格

君津市における地域福祉は、行政計画である「君津市地域福祉計画」と、住民行動計画

である本計画を両輪として推進されます。

君津市地域福祉活動計画 君津市地域福祉計画

【性 格】 【性 格】

・住民行動計画 ・行政計画
・君津市社会福祉協議会が策定 ・君津市が策定
・地域住民の福祉活動の運営方針を ・行政の福祉を総合化（横断化）
定めている した施策の方針を定めている
・君津市社会福祉協議会の発展強化 ・地域福祉活動計画の支援計画
計画としての性格を兼ねる としての性格を兼ねる
・事務所掌は君津市社会福祉協議会 ・事務所掌は君津市保健福祉部

【関連計画】 【関連計画】

君津市社会福祉協議会強化計画 君津市総合計画
君津市老人保健福祉計画
君津市介護保険事業計画
君津市障害者基本計画
君津市障害福祉計画
君津市次世代育成支援行動計画
君津市健康づくり総合推進計画
きみつ教育創・奏５か年プラン

他

千葉県社会福祉協議会発展強化計画 千葉県地域福祉支援計画
（菜の花コミュニティプラン）

第１章 計画の趣旨 ２．計画の位置づけと性格
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３．計画の期間

本計画の実施期間は平成21年度から25年度までの５年間とし、平成21年度から

22年度までの２年間を策定期間とします。

平成26年度からの第２期計画以降は、君津市地域福祉計画と策定時から連携した

計画となります。

君津市地域福祉活動計画 君津市地域福祉計画

（第１期・５か年計画） （第１期・５か年計画）

平成21年度 策定１年目 実施１年目

（実施１年目を兼ねる）

平成22年度 策定２年目 実施２年目

（実施２年目を兼ねる）

平成23年度 実施３年目 実施３年目

平成24年度 実施４年目 実施４年目

平成25年度 実施５年目 連携 実施５年目

（第２期策定準備） （第２期策定準備）

・・
・

平成26年度 第２期・実施１年目 第２期・実施１年目

・・・

第１章 計画の趣旨 ３．計画の期間
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４．計画の策定体制

本計画は君津市社会福祉協議会が策定しますが、策定にあたっては、地域福祉に関する

団体、有識者、公募市民等の委員から構成される策定委員会において策定方針を審議しま

した。策定委員会には内部組織として、計画書に君津市の地域の実情把握や住民の主体的

な意見やアイデアを反映させるため、「地区懇談会運営部会」と「作業調査部会」を設定

しています。

【 計画の策定組織図 】

策定委員会 地区懇談会運営部会 実行委員会 地区懇談会

（住民懇談会）

※全市組織40名以内

※市内８地区で開催

作業調査部会

関係団体懇談会

理事会 事務局

君津市社会福祉協議会

第１章 計画の趣旨 ４．計画の策定体制
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１．君津市の統計

(1) 君津市の地域特性

君津市は、都心から約50キロメートルで、房総半島のほぼ中央に位置しており、

県内第２位の面積を有しています。本年は昭和46年９月１日に君津町・上総町・

小糸町・清和村・小櫃村が合併し君津市となってから、市制施行40周年を迎えます。

① 地 理

東京湾に面した北西部には、鉄鋼大手の製鐵所と工業地域があり、区画整理され

た市街地が君津駅を中心として広がっています。

南西部には、富津市と接する三船山・鹿野山があり桜の名所となっています。

北東部には、木更津市と接するかずさアカデミアパークがあり、君津市エリアの

工業団地には数社が誘致されています。

内陸部の小糸川と小櫃川流域では、肥沃な土壌を生かし農業が盛んに行われて

います。上流では、ダムや渓谷など豊かな自然を活用した観光が盛んで、久留里

地域で湧き出る水は銘水として有名です。

② 交 通

市内には、内房線と久留里線の鉄道が通っているほか、アクアラインや東関東

館山道の開通で、高速バスなどの利便性が高まり都心へのアクセスが充実して

います。内陸部では、交通手段は主に自家用車ですが、運転困難者等のために

コミュニティバスが巡回している区間もあります。

③ 産 業

君津駅周辺には、商業施設が多く就業人口も増加しつつあります。

農林業では、湧水を活用した花きの生産、果物の観光農園や森林体験が行われ、

水稲や野菜を生産する農業の大規模化がはかられています。

鉄鋼業をはじめ関連産業の振興とかずさアカデミアパークへの企業誘致が進め

られています。

また、ふるさと産品をつくりだす地場産業も積極的に取り組まれています。

第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計

(2) 人口の状況

① 人口の推移

人口を年少・生産年齢・高齢に区分し、その推移をみると平成7年をピークに

生産年齢人口が減少し始め、平成12年には年少人口と高齢者人口が逆転し、現在

も少子高齢化が進行しています。

区分別人口の推移

② 合計特殊出生率（ひとりの女性が一生の間に産む子どもの数）

平成10年以降は全国、千葉県の水準を上回っていましたが、平成19年に全国

水準を下回っています。平成18年の1.43人、平成20年の1.45人といずれも増加

したものの平成21年には再び1.33人と減少しています。

合計特殊出生率
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計

③ 高齢化率

高齢化率は、平成7年の13.0％からみると平成22年は23.5％と約1.8倍に高ま

っている一方で年少人口は減少し、少子高齢化はますます進行しています。さらに、

20歳～64歳の生産年齢人口も平成7年と比較すると、平成27年には約1万人減少

しています。

高齢化率の推移

資料：千葉県健康福祉部
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※ H17年以前は、総務省統計局「国勢調査結果」（各年10月1日現在）をもとに作成。
※ H22年以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」（H20年12月推計）をもとに作成。

推計値実績値
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計

(3) 世帯の状況

① 核家族化の進行と高齢者世帯の増加

人口は平成７年がピークで93,216人でした。その後人口は減少してい

るものの、世帯数は5年間で約1,000世帯の増加がありそれらがほとんど

1世帯1人～3人の核家族の増加となっています。年少人口の減少と65歳

以上の高齢者人口の増加からみると、独身寮などの単身者約1,150人を

除いても、高齢者のみの世帯が増加しているものと考えられます。

世帯数と世帯人員数

世帯構成ごとの人口

総人口 総世帯 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人以上

(人) 数 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 の世帯

H２年 89,242 27,259 4,955 4,589 5,416 6,440 2,836 1,680 1,073

H７年 93,216 30,376 6,417 6,499 5,990 6,154 2,751 1,608 957

H12年 92,076 31,031 6,430 7,726 6,496 5,734 2,508 1,379 758

H17年 90,977 32,329 7,556 8,537 6,672 5,536 2,287 1,156 585
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計

(4) 要介護者の状況

① 介護保険被保険者数と世帯

平成18年には、13,151世帯18,621人、平成20年には14,124世帯20,130

人と増加しています。

② 要介護（要支援）認定者の状況

平成18年度と平成20年度を比較してみると、要支援１は66人、要支援２は

192人増加していますが、要介護1は376人減少し、要介護２は85人、要介護

3は６５人、要介護４は37人と増加傾向にあります。

要介護（要支援）認定者数（人）

年度 区分 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

18年度 第1号被保険者 94 200 699 527 441 362 260 2,583

第2号被保険者 3 6 37 25 28 15 16 130

総 数 97 206 736 552 469 377 276 2,713

19年度 第1号被保険者 132 354 457 589 453 397 282 2,664

第2号被保険者 3 15 22 30 37 17 17 141

総 数 135 369 479 619 490 414 299 2,805

20年度 第1号被保険者 159 383 400 602 504 393 260 2,701

第2号被保険者 4 15 20 35 30 21 13 138

総 数 163 398 420 637 534 414 273 2,839

資料：君津市統計書 平成20年度年版
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計

(5) 障害のある人の状況

① 身体障害

平成21年３月31日現在、身体障害者手帳の所持者が2,957人のうち、肢体障

害のある人が全体の55％で、中でも65歳以上の高齢者が916人と一番多くなっ

ています。内部障害は、６つの区分に分類され、中でも心臓機能障害のある人が

内部障害者847人の内443人で52.3％を占めています。

等級を見ると１級と２級の重度の障害をもつ方が、1,534人と半数以上で、

等級が軽くなるにつれ、数が減少しています。

身体障害者手帳所持者数（人）

総数 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

視 覚 239 104 61 21 11 27 15

聴 覚 214 30 33 21 31 2 97

音声・言語 36 2 2 23 9 0 0

肢体不自由 1,631 422 356 263 386 122 82

内部障害 837 514 10 130 183 0 0

心 臓 443 261 1 93 88 0 0

呼吸器 35 13 1 16 5 0 0

腎 臓 249 234 1 11 3 0 0

膀胱・直腸 97 1 2 9 85 0 0

小 腸 4 3 0 0 1 0 0

免疫障害 9 2 5 1 1 0 0

合 計 2,957 1,072 462 458 620 151 194

資料：平成22年3月31日現在 君津市保健福祉部障害福祉課
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 １．君津市の統計

② 知的障害

平成21年３月31日現在、知的障害により療育手帳を所持している人が、全体で

564人で重度の人が261人と46.2％となっています。

年齢で見ると、18歳未満の人が30.5％、18歳以上が69.5％で18歳未満の

知的障害を持つ人が増加傾向にあります。

療育手帳所持者数（人）

③ 精神障害

精神障害者保健福祉手帳を所持している方は、２級の方が155人と全体の62.7

％で一番多くなっています。自立支援医療は手帳の有無にかかかわらず医療費の

自己負担額を軽減するための公費負担医療制度であり、受給者は手帳所持者と比較

すると３倍以上になっています。

精神障害者保健福祉手帳持者数・自立支援医療受給者数（人）

1級 2級 3級 計

精神障害者保健福祉手帳所持者数 48 155 44 247

自立支援医療受給者 866

66 45 65 
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２．地区懇談会やアンケートによる地域住民の声

地域住民の声を計画に反映させるため、①同じ地域に住む人たちで福祉課題やボランテ

ィア活動等について話し合う地区懇談会、②グループや個人で活動する登録ボランティア

の懇談会、③障害者団体の会員アンケートを実施いたしました。

(1) 地区懇談会

まず、市内８つの地区社会福祉協議会の協力を得て、地区懇談会運営委員会を設置し、

地区懇談会の運営について協議するとともに、地区ごとに運営委員を中心として実行

委員会を組織し、企画・運営を行いました。

君津東地区の住民の声

・老人会や婦人会など組織が減少してきている

・高齢になって運転ができなくなって困っている

・高齢者世帯やひとり暮らしだと何かあった時心配

・子育て支援に関する懇談会を開こう

・学校の空き教室を利用した高齢者と児童の交流場を作りたい

・地域の人が話し合いをして、地域のことをみんなで知ろう

・日常的な安否確認や隣近所での声かけ、見守りをしよう

・地区社協や自治会や民生委員が地域の情報を共有して連携を図ろう

・懇談会には若い人たちに参加してほしい

・リーダーの育成をしよう 地区懇談会での意見から抜粋

君津中地区の住民の声

・自治会や各種団体が協力して、高齢者や児童の見守りや支援ができないか

・集まった人のコミュニケーションを高められるから、気軽に集まってお茶

飲みのできる場（サロン）がほしい、

・地域住民にあいさつ運動への呼びかけをする

・アパートの住民は孤立しやすい、特にひとり暮らし高齢者は見守りが必要

・自治会に未加入だったり、付き合いがない人にどうかかわるか考えよう

・助け合いマップのような、支援者のマップを作ろう

・自治会や各種団体が協力して、高齢者や児童の見守りや支援ができないか

・自治会や各種団体が情報交換や交流する

・自治会館を活用して、健康づくりをきっかけに高齢者の社会参加を進めよう

・地域のイベントには積極的に参加しよう

地区懇談会での意見から抜粋

第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 ２．地区懇談会やアンケートによる地域住民の声
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 ２．地区懇談会やアンケートによる地域住民の声

君津西地区住民の声

・借家・アパート入居者等との近所づきあいが希薄、自治会への加入も少ない

・自治会内で会合の機会を多く作ろう

・自治会に未加入の人にも声かけをするなど、自治会の枠を超えた行事を行う

・高齢者でひとり暮らしの方の緊急時の連絡など、災害が起きた時に心配

・地域に小さなサロン（いつ行っても話ができるところ）を作ってほしい

・周西公民館の地域行事やゆうゆう館の活用、情報交換の促進が必要

・子どもの登下校時の声かけなど、学校と地域とが連携しあいさつ運動をする

・地域ボランティアの育成やボランティア組織を作ってほしい

・子供たちにボランティア体験をさせたい

・色々な年代や立場の方と話し合える懇談会には、多くの人が参加してほしい

地区懇談会での意見から抜粋

君津南地区住民の声

・自治会内でも、高齢者などの実態がつかめない

・地域で交流の場づくりをしよう

・清掃、美化、祭礼など地域活動へ子どもが参加する機会を増やそう

・自治会の班の人とのふれあいがほとんどなく、災害時どうなるか心配

・災害時に高齢世帯やひとり暮らし高齢者の方にどう対応するかわからない

・地域ボランティアを組織して、見守りをしよう

・小単位（自治会）で防災に関するイベントをやろう

・ボランティアに参加しない人が多い

・福祉活動の担い手を確保しないといけない

・地域団体の連携を図るための連絡会があると良い

地区懇談会での意見から抜粋

小糸地区住民の声

・子どもやお年寄りが集まれる場所が必要

・若い人が地域の活動に出て来ない

・凧作り、竹馬作り等昔の遊びを通して、子どもと高齢者の交流をしよう

・地域行事を通じて、住民の交流をしよう

・草刈りや里山のごみ拾いをして整備しよう

・ひとり暮らしや高齢者世帯を見守るように考えよう

・サークル活動のリーダーや後継者を育てよう

・学校ボランティアとして、子ども達の健全育成に積極的に参加する

・地区内の高校の花いっぱい運動に地域も連携し、地域をあげて取り組む

地区懇談会での意見から抜粋
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 ２．地区懇談会やアンケートによる地域住民の声

清和地区住民の声

・日常の地域の情報交換が少ない

・若い人が住みたくなるまちを考える

・安心して子育てができる環境の整備が必要（登下校の交通手段等）

・ごみ捨てや買い物にいけない高齢者の支援が必要

・ひとり暮らし高齢者が増えている

・ボランティア活動の担い手を増やす

・支援のボランティアを組織する

・地区ごとに活動できるリーダーを養成する

・高齢者がおしゃべりできる場をつくる

・地域の公民館を拠点とて、連携した地域福祉活動を考えたらどうか

地区懇談会での意見から抜粋

小櫃地区住民の声

・地域の行事に参加しなくなり、隣近所の付き合いが減った

・地域団体（青年会や婦人会など）への加入促進と活動を活性化しよう

・近くに商店がなく、買い物が不便

・災害時のひとり暮らし高齢者の避難に不安がある

・日常的な安否確認、近隣での声かけ、見守り運動を活発にしよう

・地区内のボランティア活動の実態がわからない

・ボランティア活動を生きがいに繋げる

・できることをやる活動でもよいのではないか

・福祉活動の担い手を確保しよう 地区懇談会での意見から抜粋

上総地区住民の声

・行事などの減少によりコミュニケーションが減っている

・住民同士の交流イベントを企画しよう

・地区内に多くの活動団体があることをお互いに知らない

・地域を考える話し合いの場を自治会単位で開催しよう

・昔遊び体験で子どもと高齢者が交流する

・高齢で運転ができないと買い物や通院に困る

・ひとり暮らしや高齢者世帯、老々介護の世帯が増え、見守りが必要

・各団体が連携を取り、地域で高齢者の見守り活動を実施する

・行事に子どもが参加しなくなっている

・学校と地域が連携して、福祉教育に取り組む

地区懇談会での意見から抜粋
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(2) ボランティア懇談会

ボランティア活動の現状と課題を共有化し、活動推進に向けての人づくり、環境づく

りなど意見交換を行うことを目的に、平成22年11月23日に実施しました。

参加者は、登録ボランティアグループ13グループ 会員26名

個人登録ボランティア ６名

高校生ワークキャンプ参加生徒 ６名

懇談方法は、１グループ10名程度の５グループに分かれ、ボランティアセンター運

営委員６名がグループの座長となりワークショップ方式で行いました。

参加者の声（ ）内は同様の声の数

ボランティア活動に参加して良かったこと

・喜ばれることに自分の喜びと達成感を感じたこと（34）

・人との出会いがあり、仲間ができた（33）

・視野が広がり、知識が豊富になった（10）

・他人とのコミュニケーションで、他人の考えを知ることができた（５）

・積極的に地域に出るようになった（４）

ボランティア活動で困っていること、悩み、課題など

・自分の能力、知識の不足（15）

・活動者の高齢化と若年者の活動への参加が少ない（12）

・活動に関する情報の不足（７）

・対象者やボランティア相互のコミュニケーション不足（７）

・時間の制約など仕事との両立ができない（６）

ボランティア活動を盛り上げるために私たちができること

・身近にできることや気づいたことに行動を起こす（11）

・仲間作りやグループに入る（６）

・地域でのごみ拾いなど美化活動をする（５）

・自分の資格や性格を生かした活動をする（４）

社会福祉協議会に望むこと

・ボランティアセンターや活動体制の充実とネットワークの構築（９）

・ボランティア活動者がいつでも使える拠点の整備（４）

・高齢者や児童が気軽に集まれる施設の整備（４）

・若年ボランティアの育成（２）
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(3) 障害者団体会員アンケート

障害のある人もない人も地域で安心して暮らすために地域ではどのように支えあう

ことができるかについて「障害者の生活と意識に関するアンケート」を実施しました。

この調査では、障害者団体の協力により、障害のある方々が日常生活で困っている

ことや心配ごと、地域に望むことなどについてを伺っています。

【 調査対象の障害・団体 】

① 日常生活の中でやっていきたいこと

障害により日常生活上の困難に違いはありますが、日常生活の中でやっていきた

いことは、多い順に「同じ障害者との仲間づくりや交流」が44.0%、「趣味や

創作活動」が31.3%、「スポーツや運動」が22.8%とあり、交流活動への参加を

希望していることがわかります。

障害名　　 団体名 回答者 人数

肢体 君津リバース協会 総会出席者 本人７　家族１

聴覚 君津市ろうあ協会 会員 本人１５

腎機能 玄々堂君津腎友会 会員 本人３６　家族

大腸・ぼうこう オストメイト三津友会 会員 本人１７　家族

知的障害 君津市手をつなぐ育成会 総会出席者 家族１６

自閉症児 にじの会 役員会議出席者 家族１５

精神 共励会 総会出席者 家族９
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② 地域で生活するために必要なこと

地域で生活するために地域に望んでいることは、多い順に「地域のたすけあい」

が31%、「自治会活動への参加」が15%と、隣近所のささえあいに関するものが

半数近くを占めており、「地域でのボランティアの育成」「通院などの外出の

支援」といった日常の生活支援体制の整備が続いています。
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３．君津市高齢者二人世帯の生活と意識に関する調査

(1) 調査の意義と目的

この調査は、君津市における高齢者二人世帯の生活実態と意識の把握を通じて、地域

で求められる高齢者の生活問題を解決するサービスのあり方や、今後の地域福祉活動の

方向性を検討するための基礎資料を得ることを目的に実施しました。

高齢者の生活課題については、特にひとり暮らし高齢者について、さまざまな観点

から施策や事業の検討などが行われています。さらに今後の活動を考えるうえで、将来

ひとり暮らしになる可能性をもつ高齢者二人世帯についても、その実情を把握すること

が大切になると考えます。そこでこの調査では、対象を高齢者二人世帯としました。

(2) 調査の概要

① 調査主体は君津市社会福祉協議会です。調査の企画、実施、集計、分析は、君津市

社会福祉協議会と明治学院大学社会学部河合克義研究室が共同で行いました。また、

調査実施にあたっては、市内の民生委員の協力を得ました。民生委員がアンケート

用紙の回収を戸別訪問にて行ったことにより、回収率を高くすることができたと考

えています。

② 調査対象は65歳以上の二人世帯です。平成21年９月末現在で、住民基本台帳上で

は3,209世帯ですが、そのうち民生委員が活動対象として独自に把握している

1,346世帯を対象として実施しました。

③ この調査では、１次調査と２次調査を行いました。

１次調査では、アンケート調査を行いました。調査期間は平成21年９月の１か月

間とし、郵送でアンケート用紙を配布したあと、民生委員が戸別訪問して回収を

行いました。

２次調査では、家庭を訪問して聞き取り調査を行いました。調査期間は平成21年

12月で、１次調査を類型化して典型例を選び、そのなかで訪問調査の受け入れを

承諾してくださった世帯を対象に行いました。

④ 回収数および回収率

１次調査 対象世帯は1,346世帯で、実際に回収したケース数は1,246ケース、

回収率は92.6％でした。そのうち、二人世帯のうちの片方の調査票が

白紙または白紙に近いものだった69ケースを無効とし、それを集計か

ら除外しました。これにより、有効回収数は1,277ケース、有効回収

率は87.4％となりました。

第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 ３．君津市高齢者二人世帯の生活と意識に関する調査
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２次調査 １次調査の回答で２次調査の受け入れを承諾してくださった世帯は

202世帯、全体の17.2％でした。そのなかから、収入や緊急時の支援

者の有無、世帯員の介助の必要性などを考慮して類型化し、49ケース

を調査対象として選び出し、そのうち23ケースを訪問しました。

(3) 調査結果の概要

ここでは、調査結果のすべてを紹介することはできませんが、そのなかから、今後

特に注目したいと考えている項目をいくつか紹介していきます。

① 同居者の種類

同居者の種類をみると、「配偶者」がもっとも多く96.0%です。今回の回答者の

ほとんどが高齢者の夫婦世帯であることがわかります（表１）。

表１ 同居者の種類

実数 ％

配偶者(内縁も含む) 1,130 96.0%

親 10 0.8%

子ども 8 0.7%

兄弟・姉妹 5 0.4%

それ以外 4 0.3%

無回答 20 1.7%

合 計 1,177 100％

② 健康状態

「まあまあ健康」がもっとも多く、世帯主が58.4%、同居者が58.8%でした。

「あまり健康ではない」及び「健康ではない」と回答したものは、世帯主が33.6

%、同居者が33.7%と、それぞれ全体の３割を

占めています（表２）。

表２ 健康状態

世帯主 同居者

実数 ％ 実数 ％

大変健康 80 6.8% 86 7.3%

まあまあ健康 687 58.4% 692 58.8%

あまり健康ではない 267 22.7% 268 22.8%

健康ではない 128 10.9% 116 9.9%

無回答 15 1.3% 15 1.3%

合 計 1177 100% 1177 100%
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③ 介助の必要性

「ほとんど自分でできる」と回答したのは、世帯主が84.3%、同居者が85.1%であり、

それぞれ全体の８割以上の人は介助の必要性がないと回答しています。他方、「ほとん

どすべてに介助を必要とする」及び「一部介助を必要とする」と回答した要介助の者は、

世帯主が13.8%、同居者が12.2%でした。（表３）

表３ 介助の必要性

世帯主 同居者

実数 ％ 実数 ％

ほとんどすべてに介助を必要とする 26 2.2% 33 2.8%

一部介助を必要とする 136 11.6% 111 9.4%

ほとんど自分でできる 992 84.3% 1002 85.1%

無回答 23 2.0% 31 2.6%

合 計 1177 100% 1177 100%

この結果をもとに、世帯員の一方もしくは双方が介助を要する世帯を抽出すると、

258ケース（21.9％）でした。このうち、「世帯主のみ要介助」が45.3％、「同居

者のみ要介助」が39.1％、「世帯主・同居者とも要介助」が15.5％でした（表４）。

表４ 世帯の介助の必要性

実数 ％

世帯主のみ要介助 117 45.3%

同居者のみ要介助 101 39.1%

世帯主・同居者とも要介助 40 15.5%

合 計 258 100 %

④ 現在の住まいの地区分類

世帯の現住所の地区分類（地区社協単位）については、君津南が25.1％ともっと

も多く、小糸が17.6%、上総が16.9%、君津中15.1%とそれに続いています

（表５）。

表５ 現住所地区分類

実数 %

君津東 87 7.4%

君津中 176 15.0%

君津西 105 8.9%

君津南 296 25.1%

小糸 207 17.6%

清和 37 3.1%

小櫃 70 5.9%

上総 199 16.9%

合 計 1177 100％
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⑤ 出身地

出身地については、世帯主、同居者ともに「千葉県外」がもっとも多いです。世帯主が

61.0%、同居者が59.7%であり、ともに約６割が県外からの移住してきたことがわか

ります（表６）。

表６ 出身地

世帯主 同居者

実数 ％ 実数 ％

君津市内 364 30.9% 304 25.8%

君津市以外の千葉県内 77 6.5% 158 13.4%

千葉県外 718 61.0% 703 59.7%

国外 3 0.3% 1 0.1%

無回答 15 1.3% 11 0.9%

合 計 1177 100％ 1177 100％

県外の出身者の内訳は（表７）、福岡県がもっとも多く、ほか、多いところでは東京都

や北海道、熊本などが挙げられました。九州地方が多いことがわかります。

表７ 県外出身者の出身地(上位10位まで)

世帯主 同居者

都道府県名 実数 都道府県名 実数

福岡県 236 福岡県 253

東京都 65 東京都 75

北海道 44 北海道 51

熊本県 38 熊本県 30

大分県 36 大分県 28

神奈川県 28 神奈川県 28

鹿児島県 25 鹿児島県 22

福島県 23 福島県 20

佐賀県 23 山口県 20

山口県 21 岩手県 19
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⑥ 世帯主の出身地と地区分類

出身地および生計中心者の最長職と地区をクロス集計し、地区ごとの違いを見たと

ころ、君津東、君津中、君津西、君津南、そして小糸地区の計５つの地区（以下

「君津４地区・小糸地区」）では千葉県外の出身者が多く、清和、小櫃、上総地区

（以下「清和・小櫃・上総地区」）では、君津市内の出身者が多いことがわかりま

した（表８）。

表8 世帯主の出身地×地区2分類

地区2分類

君津４地区・小糸地区 清和・小櫃・上総地区 合計

世帯主の出身地 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

君津市内 145 16.6 % 219 71.6 % 364 30.9 %

君津市以外の千葉県内 46 5.3 % 31 10.1 % 77 6.5 %

千葉県外 670 76.9 % 48 15.7 % 718 61.0 %

国外 3 0.3 % 0 0.0 % 3 0.3 %

無回答 7 0.8 % 8 2.6 % 15 1.3 %

合計 871 100 % 306 100 % 1177 100 %

多くの転入者が定住者に変わっていった君津４地区・小糸地区と、昔からの定住者

が高齢期を迎えている清和・小櫃・上総地区のおおまかな特徴を捉えることは、

今後、地区ごとに地域活動を展開していく際に重要となると考えます。そこで、

ここからは君津市を大きく２つに分けて、地区ごとの特徴をとらえていきたいと

思います。

⑦ 世帯主のもっとも行き来のある家族・親族の種類と地区分類

もっとも行き来のある家族・親族は、どの地区でも「子どもとその家族」です。

また、調査結果からは、そのような行き来のある子どもは７割が千葉県内に住んで

おり、距離も近いことがわかっています。

それをさらに細かく見てみると、君津４地区・小糸地区では、もっとも行き来の

ある家族・親族として「子どもとその家族」を挙げる人の割合が、清和・小櫃・

上総地区に比べて高く、反対に「兄弟・姉妹」を挙げている人の割合は、清和・

小櫃・上総地区に比べてやや低くなっています（表9）。こうした傾向は、市内・

県内出身者と県外出身者の親族関係の傾向の違いにほぼ重なります。これは、県外

出身者が多いという君津４地区・小糸地区の特性ともいえるでしょう。
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表9 世帯主のもっとも行き来のある家族・親族の種類×地区2分類

地区2分類

世帯主のもっとも行き来のある 君津４地区・小糸地区 清和・小櫃・上総地区 合計

家族・親族の種類 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

子どもとその家族（子どもの配偶者、孫など） 674 77.4 % 199 65.0 % 873 74.2 %

親 7 0.8 % 4 1.3 % 11 0.9 %

兄弟・姉妹 96 11.0 % 51 16.7 % 147 12.5 %

おじ・おば 2 0.2 % 3 1.0 % 5 0.4 %

いとこ 6 0.7 % 6 2.0 % 12 1.0 %

甥・姪 13 1.5 % 5 1.6 % 18 1.5 %

孫 9 1.0 % 5 1.6 % 14 1.2 %

その他 7 0.8 % 6 2.0 % 13 1.1 %

だれとも行き来なし 27 3.1 % 20 6.5 % 47 4.0 %

無回答 30 3.4 % 7 2.3 % 37 3.1 %

合 計 871 100 % 306 100 % 1,177 100 %

⑧ 近所づきあいの程度と友人・知人関係

健康や介助などのリスクを抱えやすい高齢者二人世帯の生活を支えるさまざまな

支援ネットワークのなかで、家族・親族ネットワークと同じように、近隣・友人

ネットワークの存在も重要ではないかと考えられます。ここでは、近所づきあいや、

友人・知人との関係などについて見てみましょう。

まず、近所づきあいについてです。世帯主は、君津４地区・小糸地区よりも、清和

・小櫃・上総地区の方がやや親密に近所づきあいをする傾向にあるようです（表

10）。また、世帯主で「親しい友人がいない」と回答している人の割合は、君津

４地区・小糸地区の方がやや高い割合を占めていました（表11）。また、世帯主

の近隣・友人関係については、清和・小櫃・上総地区の方がやや親密な傾向にある

ようです。

一方、同居者については、どの地区でもおおむね親しく近所づきあいをしています。

また、親しい友人の有無については、君津東地区、清和地区では「いる」と回答し

ている人の割合が7割半ほどで、ややその割合が低いものの、他の地区では８割を

超え、総じて世帯主よりも高い割合を占めています。全体的な傾向としては、世帯

主よりも親密な近隣・友人関係であることがわかります。
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表10 世帯主の近所づきあいの程度×地区2区分

世帯主の近所づきあいの 地区2分類

程度 君津４地区・小糸地区 清和・小櫃・上総地区 合計

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

互いの家を訪ね合うくらい 73 8.4 % 47 15.4 % 120 10.2 %

おすそわけをしあうくらい 261 30.0 % 105 34.3 % 366 31.1 %

会った時立ち話をするくらい 258 29.6 % 81 26.5 % 339 28.8 %

挨拶を交わすくらい 251 28.8 % 60 19.6 % 311 26.4 %

まったくつきあいがない 13 1.5 % 3 1.0 % 16 1.4 %

無回答 15 1.7 % 10 3.3 % 25 2.1 %

合 計 871 100 % 306 100 % 1,177 100 %

表11 世帯主の親しい友人・知人の有無×地区2区分

地区2分類

世帯主の親しい 君津４地区・小糸地区 清和・小櫃・上総地区 合計

友人・知人の有無 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

いる 635 72.9 % 236 77.1 % 871 74.0 %

いない 202 23.2 % 57 18.6 % 259 22.0 %

無回答 34 3.9 % 13 4.2 % 47 4.0 %

合 計 871 100 % 306 100 % 1,177 100 %

⑨ 緊急時の支援者と地区分類

次に、病気やけがなどの緊急時の支援者について見ていきます。緊急時の支援者と

して挙げられているのは「子ども・子どもの配偶者」がもっとも多く、全体では

8割半を占めています。次いで多かったのは「近所の人」でおよそ3割弱、「兄弟

・姉妹」の2割半よりもやや高い割合を示していることがわかりました。それを

地区別に見たものが表12です。この表から、清和・小櫃・上総地区では緊急時の

支援者として「近所の人」を挙げている人が3割半であり、君津４地区・小糸地区

の2割半に比べて、その割合が高いことがわかります。地区ごとの近所づきあいの

傾向がそこに表れているのではないかと考えられます。

友人・知人については、緊急時の支援者として「友人・知人」を挙げた世帯の割合

は、清和・小櫃・上総地区ではわずか3.2％だったのに対し、君津４地区・小糸地

区では、14.7％でした。ここでも地区の傾向の違いが出ていることがわかります。

さらに、君津４地区・小糸地区では、「兄弟・姉妹」や「親戚」を緊急時の支援者

として挙げる人の割合が低くなっています。清和・小櫃・上総地区では、「兄弟・

姉妹」は3割半、「親戚」も３割とともに３割を超える人が挙げているのに対し、

君津４地区・小糸地区では「兄弟・姉妹」は２割、「親戚」は１割程度です。これ

は、県外からの転入者の多い君津４地区・小糸地区の特徴ともいえるでしょう。
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表12 緊急時の支援者（複数回答）×地区2分類

緊急時の支援者 地区2分類

（複数回答） 君津４地区・小糸地区 清和・小櫃・上総地区 合計

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

子ども・子どもの配偶者 685 88.3 % 225 80.9 % 910 86.3 %

兄弟・姉妹 172 22.2 % 98 35.3 % 270 25.6 %

孫 69 8.9 % 17 6.1 % 86 8.2 %

親戚（甥、姪、いとこなど） 98 12.6 % 88 31.7 % 186 17.6 %

近所の人 198 25.5 % 102 36.7 % 300 28.5 %

友人・知人 114 14.7 % 9 3.2 % 123 11.7 %

自治会の人 30 3.9 % 2 0.7 % 32 3.0 %

民生委員 17 2.2 % 10 3.6 % 27 2.6 %

ケアマネージャー 19 2.4 % 5 1.8 % 24 2.3 %

ヘルパー 0 0.0 % 2 0.7 % 2 0.2 %

その他 4 0.5 % 1 0.4 % 5 0.5 %

無回答 1 0.1 % 0 0.0 % 1 0.1 %

また、こうした緊急時の支援者としてだけでなく、日常的に親族以外の相談者としても

友人や近所の人が挙げられています（表13）。世帯主・同居者ともに、親族以外の

相談者としてもっとも多かったのは「友人・知人」であり、その次に多かったのが

「近所の人」でした。近所の人と日常的に相談できる関係を構築していることが、さら

にその先の緊急時の支援につながっているのではないでしょうか。

表13 親族以外の相談者（複数回答）

世帯主 同居者

実数 % 実数 %

友人・知人 387 57.1% 519 66.4%

近所の人 306 45.1% 344 44.0%

民生委員 163 24.0% 95 12.1%

市役所の職員 90 13.3% 52 6.6%

ホームヘルパー 19 2.8% 17 2.2%

ケアマネージャー 66 9.7% 50 6.4%

ボランティア 8 1.2% 6 0.8%

社協職員 57 8.4% 32 4.1%

その他 23 3.4% 26 3.3%

無回答 4 0.6% 10 1.3%

合 計 678 100％ 782 100％
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⑩ 介助を要する人がいる世帯における交通手段の確保の課題

高齢者二人世帯の心配事として、介助・介護の問題が挙げられます。そこで、ここ

では、現在介助を要する人がいる世帯の生活課題のひとつとして、外出時の交通手

段について見てみます。

調査によれば、介助を要する人がいる世帯のうち、世帯主については、世帯主本人

が介助を必要としない場であれば、「自分で運転する車」が６割半を占めています。

しかし、その世帯主が介助を要する場合には、交通手段は「自分で運転する車」の

割合が大きく減り、代わりに「家族の運転する車」が４割を占めていました。

同居者の場合には、もともと介助の要・不要にかかわらず、主な交通手段は「家族

の運転する車」がもっとも多いのですが、同居者が介助を要する場合にはその割合

が高くなり、７割を占めていました。

一方、世帯主が介助を必要とし、同居者には介助の必要性がない場合の同居者の交

通手段は、「自分の運転する車」や「自転車」、「家族の運転する車」などに分散

していました。もともと、同居者は家族の運転に頼るところが大きい傾向にありま

す。主に運転を担っていた世帯主が要介助のために運転できなくなってしまうと、

自分で運転することができない同居者は、ほかの交通手段に分散せざるを得なくな

るのではないでしょうか。

しかし、それでもなお、交通手段として自家用車は全体に高い割合を占めています

（表14）。地区別には、とくに清和・小櫃・上総地区の同居者の交通手段として、

自家用車は中心的な位置を占めます。自由回答や２次調査においても、交通機関に

関する意見が多く、将来の不安・心配事として、「自分が運転できなくなったら

病院にも行けない」といった意見も見られました。

この調査結果からは、将来の介助・介護リスクも見据えながら、高齢者二人世帯の生活

を支える交通手段のあり方を考えていく必要があることがわかります。

表14 外出時の主な交通手段

世帯主 同居者

実数 ％ 実数 ％

徒歩（シルバーカー利用も含む） 67 5.7% 106 9.0%

自転車 112 9.5% 150 12.7%

原付、オートバイ 37 3.1% 23 2.0%

自分の運転する車 733 62.3% 257 21.8%

家族の運転する車 97 8.2% 461 39.2%

友人などの運転する車 9 0.8% 25 2.1%

鉄道 21 1.8% 30 2.5%

バス、コミュニティバス 24 2.0％ 70 5.9%

タクシー 30 2.5% 22 1.9%

その他 10 0.8% 14 1.2%

無回答 37 3.1% 19 1.6%

合 計 1177 100％ 1177 100％
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第２章 地域福祉をとりまく現状と課題 ３．君津市高齢者二人世帯の生活と意識に関する調査

(4) 君津市における高齢者二人世帯の生活と意識に関する調査の概要について

今回の調査では、詳細な調査報告書を作成するとともに、その結果をコンパクトにま

とめた報告書[概要版]を作成しています。ここでは、その概要版の内容を、計画策定

委員会の責任において抜粋または要約し、必要な項目について報告しました。
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１．基本理念

君津市は、気候が温暖であり、山あり、川あり、田んぼあり自然が豊かで、しかも地理

的には首都圏という住みやすいまちです。

また、もう一つの大きな特徴として、大企業の立地により日本各地から転居してきた

住民が、君津市を「第２のふるさと」として暮らしています。

この計画では、恵まれた環境や地域性を生かし、地域福祉推進の理念である「住民主体

の活動」「住民参加の活動」の振興を目指します。その始めの一歩として、福祉という

視点や発想にとらわれ過ぎない、普通の生活のなかで気軽にできることから始めようと

いう観点から、特別なことではなく「地域で生きる」というをことを共通目標とします。

また「支援する」「援助する」という一方向的な関係をイメージする表現を避け、地域

が一丸となって元気に実践するという意味を込め、「応援する」をキーワードとして活動

を進めていきます。

そして、年代や職業、生活習慣や価値観の異なる住民が、同じ地域で生きるためには、

まずは、「お互いに知りあい、理解しあう」、次に「自然に、日常的な関わりをもつ」、

さらに「そのような行動や繋がりを続ける」ことを目指し、次のようにキャッチフレーズ

を掲げます。

「地域で生きる」を応援する

～ もっと知りあい、ほっとふれあい、ずっと暮らしあえるまち きみつ ～

第３章 計画の推進体系 １．基本理念



　

 基本計画 (1)

　

 
 
 
 

 基本計画 (2)

　～「お互いさま」の人間関係や助けあいの組織体制を強化します～
　　　

 基本計画 (3)
　

清和地区

小櫃地区

上総地区

君津東地区

君津中地区

君津西地区

君津南地区

小糸地区

 基本計画 (1)

　知ること、分かりあうことを応援します

　～積極的に行動できるよう、
　　　　　　　　福祉や地域の情報を分かりやすく伝えます～

基
本
目
標
２

「
暮
ら
し
あ
い
」
の
応
援
団
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
頼
ら
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
目
指
し
ま
す

～住民や地域団体や関係機関から信頼される団体を目指します～

 基本計画 (2)

　暮らしあうための人づくりをします

　～地域の人材の発掘やリーダーの養成に努めます～

 基本計画 (3)

　暮らしあうための縁づくり、土壌づくりをします

 基本計画 (4)

　社会福祉協議会の応援力を強化します

も
っ
と
知
り
あ
い
、
ほ
っ
と
ふ
れ
あ
い
、
ず
っ
と
暮
ら
し
あ
え
る
ま
ち
　
き
み
つ

　　　　暮らしあいに参加できる地域にしよう～　

　　　　　　　次世代に繋げよう

　　できることから始めてみよう

基
本
理
念

「
地
域
で
生
き
る
」
を
応
援
す
る

基
本
目
標
１

地
域
で
考
え
、
み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　地域で暮らしあうことを広め

　みんなで暮らしあうために

　みんなで知ろう、ご近所のこと

　　地域のこと、暮らしのこと

 ～一人ひとりが「地域で生きる」を考えよう～

 ～広げよう、ご近所同士の小さなお世話活動～

　～いつでも、だれでも、いつまでも　

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　            - 30 - - 31 -                  -                                        -
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２．基本目標と基本計画

君津市地域福祉活動計画では、地域福祉の推進の担い手は地域住民であり、地域住民の

福祉活動への取り組みについて社会福祉協議会が応援するという関係性を推進体系として

います。

計画の基本理念を実現するための推進体系を以下のように設定しています。

基本理念

地域住民が取り組むこと 社会福祉協議会が取り組むこと

基本目標 地域住民が地域福祉の推進の 社会福祉協議会が地域住民の活動

担い手として取り組むという を応援するという立場を明確に

立場を明確にしています。 しています。

基本計画 ８つの地区ごとに基本目標の 地域住民の取り組みを応援すると

推進に向け、取り組みを３つ ともに、社会福祉協議会が法人の

の段階のサイクルで基本計画 使命として進めるべき事業を基本

として設定しています。 計画として設定しています。

実施計画 基本計画の推進について特に 地域が設定した取り組みの応援と

優先すべき取り組みを『重点 社会福祉協議会が本計画期間中に

目標』として分類し、今後の 中長期的視点で強化すべき事業に

方向性を示しています。 ついて『重点目標』として分類し

今後の方向性を示しています。

第３章 計画の推進体系 ２．基本目標と基本計画
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１．地域での取り組み

君津市では、小地域福祉活動の地区圏域を中学校区（一部複数の中学校区）ごとに下図

のとおり８地区設定しており、民生委員児童委員協議会、地区社会福祉協議会もこの地区

を単位に組織化されています。

本計画においても、地域ごとの住民の主体的な実施計画（地区活動計画）を策定するた

めに地区懇談会を開催しています。そこで出された様々な取り組み事例やアイデアを集約

し、今後の地区ごとの取り組みの方向性を「重点目標」としてまとめ、福祉課題の解決や

住民活動の活性化を図っていきます。

第４章 実施計画 １．地域での取り組み


